










e han dicho/la tarde y la m
ontaña./ Ya lo he perdido.
二
　
La vasta noche/no es ahora otra cosa /que una fragancia. 
三
　










allan las cuerdas./La m





e alegran /los alm












esde aquel día /no he m
ovido las piezas/en el tablero.
八
　














Ésta es la m




ajo el alero /el espejo no copia /m





ajo la luna/la som




perio/esa luz que se apaga / o una luciérnaga? 
十五
　
La luna nueva./ Ella tam
bién la m
ira /desde otra puerta.
十六
　


























































ながら、日本の詩を賞賛するという同じ道を どって 。ここからは散文の問題に移りたいと思 ので、コ タサルが日本の詩を自分のものにした、ひと味違う方法
─
そもそも、ボル


























文学の中で特異な作家だった。なぜなら、作家の中でも偉大な巨匠であるボルヘスがうち てた規則に関して、ページを一枚めくるとでも言えるようなことをやってのけたからだ。一方で、プイグの作品が興味深いのは、彼の映画へ 愛着があるからだ。知られているように、この作家は幼少期か ハリウッド映画のファンだったが、注目に値することに、私 ち は、彼のビデオコレクションの個人目録があり、それは私たちに別のいくつかの徴候を与えてくれる。この作家 五十七歳という年齢で早すぎる死をメキ コの家 迎えた時、多くの文書を残した。私はその文書を見直す役を担い 彼の創 に利用された興味深い多くのテクストの中に、プイグが収集を開始していたビデオ版の映画カタログを自筆で書いたものを見つけた。そのカタログのなかに、小津安二郎、黒澤明、溝口健二という日本人
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いる。政治的な迫害からアルゼンチンを後にし、物語の登場人物のように、プイグは残した国を懐かしんでいる。しかし同時に、亡命した国で耳をそばだてている。この場合、作者は二人の姉妹の会話を書き留めている。というのは、彼女らの間で、何十年 渡って互いを知っ こ 以上に、愛情や共感が流れ、それはテクストに特別な感情的なトーン 与えているのである。三．北半球と南半球 対話　
さて、ここでは別の側面についても言及したい。それは同じ







うした意味から言及 おきたいのは、ブエノスアイレス 小さな出版社アドリアナ・イダルゴが、二〇〇一年アマリア・サトウによって日本語から翻訳された『枕草子』を出版したことことである。 『枕草子』は西暦千年ごろに書かれたが、それまでスペイン語に訳されていなかったのである。この翻訳家による清少納言の『枕草子』の版は、こうして結びつけら 二つの言語間の言語的な歩み寄りで一歩前進し ことを示すもだ。アマリア・サトウは、日本文化において重要なこ 作品の翻訳のため、イヴァン・モリスによる有名な英語版を参考にしている。 「とりどころなきもの」の冒頭をご覧い だき い
U
na persona fea de m
al carácter.
Fécula de arroz m
ezclada con agua...Sé que es un asunto m
uy vulgar 
y que todos se disgustarán porque lo m
enciono. Pero lo hago igual, de 
hecho m
e siento con libertad de incluir todo, incluso las tenazas para 
las fogatas de despedida de las alm
as. D
espués de todo, estos objetos 
existen en nuestro m
undo y todos los conocen. A
dm
ito que no fi
gu-
rarían en una lista que otros puedan ver. Pero nunca pensé que estas 
notas serían leídas por nadie salvo yo m
ism
a, y por eso incluí todo lo 
que se m
e ocurrió, por extraño o, desagradable que fuera. 
とりどころなきものかたちにくげに心あしき人。みそひめの濡れたる。これいみじうわろき事いひたると、萬の人にくむなることとて、今とどむべきにもあらず。又あとびの火箸といふ事、などてか、世になき事ならねば、皆人知りたらん。實に書きいで人 見るべき事にはあらねど、この草紙を見 べきも 思はざりしかば、怪しき事をも、にくき事をも、唯思は 事 かぎりを書かんとありしなり。（現代語訳：とりえのないもの　
顔かたちがにくたらしくて、意地の悪い人。みそひめの塗り
























海外からの訪問客を受け入れる機会を持っている。例えば 南アフリカ出身のノーベル賞受賞者クッツェー 今年五月に三度目のアルゼンチン訪問 実現し、ブエノスアイレ の ックフェアの際には、円卓会議や文化活動を計画して参加した。　
カズミ＝スタールの個性で私の関心を惹くのは、アルゼンチ




























































o y lo 











































社会が憂慮す 同じであるということである。それは西洋にとって、過去も現在も日本 「謎」である いう いう決まり文句を繰り返 ということでは い。そ ではなく、そのブラジルの人類学者は その「謎」を明らかにするこ に、日本の近代化研究の基礎をおい いる。すなわち、日本は神秘的な「他者」ではなく、われわれ南米 同じ問題を読み取ができるもう一つの顔なのだと
（オルティス
 2003:16-17 ）。そ





















講演が、 「一九三二年」に初版の出た『論議』に収められている点については、金子奈美 周縁的作家と伝統ベルナルド・アチャガの『オババコアク』におけるボルヘス的〈不敬〉の概念」 、 『言語 地域文化研究』十九号を参照されたい。
2　
 この十七の俳句には二種の邦訳がある。ホルヘ・ルイス・ボルヘス＋





ino / ya na-




atsúo, Sendas de O
ku, Edición de O













 『枕草子』 （石田穣二（訳注） 『枕草子』角川ソフィア文庫、一三六段）
7　
 川端康成 「十六歳の日記


































 ボルヘスの詩集に『エル・オトロ、 エ ・ミスモ』 （斎藤幸男訳、 水声社、
二〇〇四年）がある。
